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(57)【要約】
【課題】従来の容器では、粉末体を払い出す際に蓋部を
開けると、蓋部は次に積極的に手で押されて閉められる
までは開いたままの状態であるが、蓋部を積極的に保持
する機構が設けられていないので、蓋部の開度は不安定
である。そのため、粉末体を払い出すために容器を傾け
ると、蓋部は自重で揺動し、粉末体の払い出しを邪魔す
るおそれが生じる。
【解決手段】蓋部を開いて計量部を払い出し可能な状態
にした際に、蓋部を所定の開度で保持する保持部として
、蓋部を開く際に蓋部と接触するが弾性変形して蓋部が
乗り越え得る小突起４１と、更にその状態から開くと蓋
部に当接してそれ以上開くことを困難にする大突起４２
とを設けた。、
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に粉末体を貯留し上部に計量部を備え、倒立状態にして元の姿勢に戻すことにより
内部の粉末体から計量部に定量の粉末体を分け、更に姿勢を傾けることにより計量部の定
量の粉末体を外部へ払い出す定量払い出し容器において、計量部の近傍に計量部を覆う揺
動自在の蓋部を容器本体に対して一体に設けると共に、この蓋部を開いて計量部を払い出
し可能な状態にした際に、蓋部を所定の開度で保持する保持部を設けたことを特徴とする
定量払い出し容器。
【請求項２】
　上記保持部は、蓋部を開く際に蓋部と接触するが弾性変形して蓋部が乗り越え得る小突
起と、更にその状態から開くと蓋部に当接してそれ以上開くことを困難にする大突起とか
らなることを特徴とする請求項１に記載の定量払い出し容器。
【請求項３】
　内部に粉末体を貯留し上部に計量部を備え、倒立状態にして元の姿勢に戻すことにより
内部の粉末体から計量部に定量の粉末体を分け、更に姿勢を傾けることにより計量部の定
量の粉末体を外部へ払い出す定量払い出し容器において、粉末体を貯留する部分の上部に
、底部との間に粉末体の移動を許容する隙間を形成するように仕切り板を垂設し、この仕
切り板によって仕切られる空間の一方に計量部を連設することにより、容器を倒立させて
計量部に粉末体を分ける際の回転方向と、計量部から粉末体を払い出す際の揺動方向とを
互いに逆方向になるように設定したことを特徴とする定量払い出し容器。
【請求項４】
　上記保持部は、計量部に対して上記回転方向側に蓋部を保持することを特徴とする請求
項３に記載の定量払い出し容器。
【請求項５】
　上記粉末体を払い出す際の傾斜方向に対して計量部を両側から挟む傾斜方向指示部を設
けたことを特徴とする請求項１から請求項４のいずれかに記載の定量払い出し容器。
【請求項６】
　上記計量部は環状の溝であり、この環状の溝から溢れた粉末体は中央の穴部から容器内
に落下することを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の定量払い出し容器
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内部に粉末体を貯留し上部に計量部を備え、倒立状態にして元の姿勢に戻す
ことにより内部の粉末体から計量部に定量の粉末体を分け、更に姿勢を傾けることにより
計量部の定量の粉末体を外部へ払い出す定量払い出し容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種の容器としては、例えば、粉末体を収納する容器の上部に揺動することに
より開閉自在な蓋部が容器本体に一体に形成され、蓋部を開けた状態で容器を倒立させ、
その後に元の状態に戻すとほぼ一定量の粉末体が出口に移動するように構成されている。
そして、その後に容器を傾けると、ほぼ一定量の粉末体が容器から払い出されるように構
成されている。
【特許文献１】実開平７-３５３８１号公報（図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記従来の容器は樹脂の射出成形により形成されており、蓋部は容器本体に一定に形成
されている。そして、蓋部を開けると本体との連結部分を中心に蓋部が揺動する。蓋部は
次に積極的に手で押されて閉められるまでは開いたままの状態であるが、蓋部を積極的に
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保持する機構が設けられていないので、蓋部の開度は不安定である。そのため、粉末体を
払い出すために容器を傾けると、蓋部は自重で揺動し、粉末体の払い出しを邪魔するおそ
れが生じる。
【０００４】
　また、粉末体を払い出す際に容器を傾けすぎたり、傾け方向を誤ると、容器内に貯留さ
れている粉末体が払い出されてしまい、結果的に計量部で計量された分量以上の粉末体が
払い出されてしまうおそれが生じる。
【０００５】
　そこで本発明は、上記の問題点に鑑み、粉末体を払い出す際に蓋部が邪魔をせず、傾け
すぎても定量性が確保できる定量払い出し容器を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために本発明による定量払い出し容器は、内部に粉末体を貯留し上
部に計量部を備え、倒立状態にして元の姿勢に戻すことにより内部の粉末体から計量部に
定量の粉末体を分け、更に姿勢を傾けることにより計量部の定量の粉末体を外部へ払い出
す定量払い出し容器において、計量部の近傍に計量部を覆う揺動自在の蓋部を容器本体に
対して一体に設けると共に、この蓋部を開いて計量部を払い出し可能な状態にした際に、
蓋部を所定の開度で保持する保持部を設けたことを特徴とする。
【０００７】
　上述の保持部によって蓋部を所定の開度で保持するので、粉末体を払い出すために容器
を傾けても蓋部の開度は所定の角度に保持されたままになる。
【０００８】
　なお、上記保持部は、蓋部を開く際に蓋部と接触するが弾性変形して蓋部が乗り越え得
る小突起と、更にその状態から開くと蓋部に当接してそれ以上開くことを困難にする大突
起とから構成することができる。
【０００９】
　また、上記課題を解決するために本発明による他の定量払い出し容器は、内部に粉末体
を貯留し上部に計量部を備え、倒立状態にして元の姿勢に戻すことにより内部の粉末体か
ら計量部に定量の粉末体を分け、更に姿勢を傾けることにより計量部の定量の粉末体を外
部へ払い出す定量払い出し容器において、粉末体を貯留する部分の上部に、底部との間に
粉末体の移動を許容する隙間を形成するように仕切り板を垂設し、この仕切り板によって
仕切られる空間の一方に計量部を連設することにより、容器を倒立させて計量部に粉末体
を分ける際の回転方向と、計量部から粉末体を払い出す際の揺動方向とを互いに逆方向に
なるように設定したことを特徴とする。
【００１０】
　倒立状態にして計量部に粉末体を分ける際の回転方向と計量部から粉末体を払い出す際
の傾斜方向とを逆方向に設定する場合、上記保持部は、計量部に対してこの回転方向側に
蓋部を保持すれば、粉末体を払い出す際に誤って逆方向に容器を傾けることが防止される
。
【００１１】
　また、上記粉末体を払い出す際の傾斜方向に対して計量部を両側から挟む傾斜方向指示
部を設ければ、粉末体を払い出す際に本体の傾け方向に対して９０°方向へ誤って傾ける
ことを防止できる。
【００１２】
　上記従来の容器では、１回で払い出す粉末体の量を正確に計量できないが、上記計量部
は環状の溝であり、この環状の溝から溢れた粉末体は中央の穴部から容器内に落下するよ
うに構成すれば、溝の体積によって粉末体を計量することになり、計量の精度を上げるこ
とができる。
【発明の効果】
【００１３】
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　以上の説明から明らかなように、本発明は、粉末体を払い出す際に蓋部が所定の開度で
保持されるので、容器の傾きによって蓋部が揺動せず、蓋部が粉末体の払い出しを邪魔す
ることが防止される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　図１および図２を参照して、１は本発明による定量払い出し容器（以下、容器という）
である。この容器１は粉末体を貯留するタンク部２と、このタンク部２に着脱自在に嵌着
される上部２１とから構成されている。この上部２１にはタンク部２内に差し入れられる
仕切り板２３が一体に形成されている。この仕切り板２３によってタンク部２の内部空間
は２つの空間２Ａ，２Ｂに仕切られる。ただし、両空間２Ａ，２Ｂは下部で相互に連通し
ている。そして、上部２１には一方の空間２Ｂ側に変位した位置に筒部２２が設けられて
いる。
【００１５】
　この筒部２２の上部には絞られて小径になった穴部２４が設けられ、この穴部２４を囲
繞するように環状の計量部２５が設けられている。また、この計量部２５の近傍に蓋部３
が筒部２２に一体に設けられている。この蓋部３が閉まった状態では計量部２５の上部空
間２６が蓋部３によって密閉される。
【００１６】
　その状態で容器１をＬ１方向に回転させ、容器１を倒立させると、空間２Ｂ内の粉末体
は筒部２２から穴部２４を通って上部空間２６内に移動する。上部空間２６は上述のよう
に蓋部３により密閉されているので、粉末体が外部に溢れでることはない。
【００１７】
　次に、容器１を元の姿勢に戻すと、上部空間２６内に移動していた粉末体は穴部２４を
通ってタンク部２側に戻る。ただし、計量部２５に入った粉末体は計量部２５内に残留す
る。これにより計量部２５に正確に一定量の粉末体が計量される。
【００１８】
　次に蓋部３を開けて、容器１をＬ２方向に傾けると計量部２５内の粉末体が外部へと払
い出される。このとき、容器１内の粉末体は空間２Ａに貯留され得る量しか貯留されてい
ないため、容器１を傾けすぎても穴部２４から払い出されることはない。ただし、その際
蓋部３が戻って粉末体の払い出しを邪魔することを防止する必要がある。
【００１９】
　そこで、本実施の形態では、保持部として小突起４１と大突起４２とを設けた。蓋部３
が開けられると、蓋部３に設けた係合突起３２がまず小突起４１に当接する。小突起４１
は係合突起３１との係合量が微少であるため、弾性変形により係合突起３２は容易に小突
起４１を乗り越えて開方向に揺動する。
【００２０】
　係合突起３２は次に大突起４２に当接するが、大突起４２は係合突起３２との係合量が
大きいので、係合突起３２は大突起４２を容易に乗り越えることができない。したがって
、蓋部３を開けている手にストップ感が感じられて、作業者は蓋部３をそれ以上開けなく
なる。その状態で蓋部３が閉鎖方向に戻ろうとしても、小突起４１に係合突起３２が引っ
掛かって閉鎖方向に戻らない。すなわち、係合突起３２が小突起４１と大突起４２との間
に位置する開度に蓋部３の開度が保持されることになる。
【００２１】
　本実施の形態では、粉末体を払い出すために容器をＬ２方向に揺動するが、蓋部が図２
に示すようにほぼ９０度開いた状態で保持されると、粉末体を払い出す際に容器１を誤っ
てＬ１に傾斜させることが防止される。
【００２２】
　また、本実施の形態では傾斜方向指示部となる板部３１を蓋部３に形成した。この板部
３１は蓋部３を開けた状態で、計量部２５を含めた払い出し部分を両側から挟むことにな
る。このため、粉末体を払い出す際に、容器１を誤ってＬＳ方向に傾けることを防止する



(5) JP 2010-83487 A 2010.4.15

10

ことができる。なお、この板部３１を蓋部３に形成したが、筒部２２側に形成してもよい
。
【００２３】
　なお、本発明は上記した形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範
囲内において種々の変更を加えてもかまわない。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施の形態の構成を示す図
【図２】断面図
【符号の説明】
【００２５】
　１　容器（定量払い出し容器）
　３　蓋部
　２５　計量部

【図１】 【図２】
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